
酪農学園大学との連携による地元小学生等の稲刈り体験の受入 

 

＜北海道＞ 

市町村・集落の名称 江別市豊幌地区 

協働の相手（企業や大学等） 

の名称 

酪農学園大学（江別市） 

仲介者・コーディネーター 

の名称 

江別市食育推進協議会（事務局／江別市農業振興課） 

協働のポイント 

 

（農作業体験を受け入れる）生産者、学生、対象となる学校

の三者の調整は互いの連絡を密にすることで可能となった。

協働のきっかけ 

・経緯 

平成20年8月：酪農学園大学長谷川教授から教職課程のゼミ

生に農業体験をさせて欲しいと依頼。 

市の食育事業として毎年行っている地元小学

生対象の稲刈り体験を協働で行うこととした

平成20年9月：生産者と学生との打合せ会議 

取組の具体的な内容 江別市豊幌地区において小学生や幼稚園児を対象とした

稲刈り体験を実施（計５回）。 

農村地域への効果 地域の生産者と学生の相互理解が深まった。 

都市部の主体（企業や大学等）への

効果 

都市部にいる学生は農村地域に足を運ぶ機会が無いため、

農業の認知度が高まった。 

仲介者等の役割 食育推進協議会事務局では日程の調整等を行った。 

今後の課題 学生側は毎年入れ替わっていくため、継続した取り組みと

して発展させていくためには体系的に組織化する必要があ

る。 

関連事業（国・都道府県等）  なし 

 

 

 

 

 

 

 



（活動状況写真等） 

 


